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【誤訳訂正書】
【提出日】平成26年1月29日(2014.1.29)
【誤訳訂正１】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００５８
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００５８】
　本発明の他の例示的ペンタセン化合物には、（ａ）ｘ又はｙ＝２であり、かつ（ｂ）ｚ
＝１であるような構造Ａを有するペンタセン化合物が含まれる。この種のシリル置換を有
する本発明の例示的ペンタセン化合物の多くを下記表２に示す。
【誤訳訂正２】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００６４
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００６４】
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【表２】

【誤訳訂正３】
【訂正対象書類名】特許請求の範囲
【訂正対象項目名】全文
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【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　次の化学構造を有するペンタセン化合物。
【化１】

　（式中、
　各Ｒは独立して、（ｉ）分枝若しくは非分枝のアルキル基、（ｉｉ）１つ以上の第１の
置換基で置換された分枝若しくは非分枝のアルキル基、（ｉｉｉ）シクロプロピル基、シ
クロブチル基、若しくはシクロペンチル基、（ｉｖ）１つ以上の第１の置換基で置換され
たシクロプロピル基、シクロブチル基、若しくはシクロペンチル基、（ｖ）シクロプロピ
ルアルキレン基、シクロブチルアルキレン基、若しくはシクロペンチルアルキレン基、又
は（ｖｉ）１つ以上の第１の置換基で置換されたシクロプロピルアルキレン基、シクロブ
チルアルキレン基、若しくはシクロペンチルアルキレン基を含み、
　各Ｒ’は独立して、（ｉ）分枝若しくは非分枝のアルケニル基、（ｉｉ）１つ以上の第
１の置換基で置換された分枝若しくは非分枝のアルケニル基、（ｉｉｉ）シクロプロピル
基、シクロブチル基、若しくはシクロペンチル基、（ｉｖ）１つ以上の第１の置換基で置
換されたシクロプロピル基、シクロブチル基、若しくはシクロペンチル基、（ｖ）シクロ
プロピルアルキレン基、シクロブチルアルキレン基、若しくはシクロペンチルアルキレン
基、又は（ｖｉ）１つ以上の第１の置換基で置換されたシクロプロピルアルキレン基、シ
クロブチルアルキレン基、若しくはシクロペンチルアルキレン基を含み、
　Ｒ”は、（ｉ）水素、（ｉｉ）分枝若しくは非分枝のアルキニル基、（ｉｉｉ）１つ以
上の第１の置換基で置換された分枝若しくは非分枝のアルキニル基、（ｉｖ）シクロプロ
ピル基、シクロブチル基、若しくはシクロペンチル基、（ｖ）１つ以上の第１の置換基で
置換されたシクロプロピル基、シクロブチル基、若しくはシクロペンチル基、（ｖｉ）シ
クロプロピルアルキレン基、シクロブチルアルキレン基、若しくはシクロペンチルアルキ
レン基、（ｖｉｉ）１つ以上の第１の置換基で置換されたシクロプロピルアルキレン基、
シクロブチルアルキレン基、若しくはシクロペンチルアルキレン基、（ｖｉｉｉ）アリー
ルアルキレン基、（ｉｘ）１つ以上の第１の置換基で置換されたアリールアルキレン基、
（ｘ）アセチル基、（ｘｉ）環構造内に炭素原子とＯ、Ｎ、Ｓ、及びＳｅの少なくとも１
つとを有する複素環、又は（ｘｉｉ）環構造内に炭素原子とＯ、Ｎ、Ｓ、及びＳｅの少な
くとも１つとを有し前記環構造の１つ以上の環員が１つ以上の第１の置換基で置換された
複素環を含み、
　前記１つ以上の第１の置換基のそれぞれが独立して、ハロゲン、水酸基、アルキル基、
ハロゲン化アルキル基、シアノ基、アミノ基、カルボニル基、アルコキシ基、ハロゲン化
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アルコキシ基、チオアルコキシ基、ニトロ基、カルボン酸基、カルボン酸エステル基、ア
ルケニル基、アルキニル基、アリール基、ヘテロアリール基、シリル基、又はこれらの組
み合わせから選択され、
　ｘ＝１若しくは２又はｙ＝１若しくは２であり、
　ｚ＝０又は１であり、
　（ｘ＋ｙ＋ｚ）＝３であり、
　各Ｘは独立して、（ｉ）水素、（ｉｉ）ハロゲン、（ｉｉｉ）分枝又は非分枝のアルキ
ル基、（ｉｖ）１つ以上の第２の置換基で置換された分枝若しくは非分枝のアルキル基、
（ｖ）アリール基、（ｖｉ）１つ以上の第２の置換基で置換されたアリール基、（ｖｉｉ
）分枝若しくは非分枝のアルケニル基、（ｖｉｉｉ）１つ以上の第２の置換基で置換され
た分枝若しくは非分枝のアルケニル基、（ｉｘ）分枝若しくは非分枝のアルキニル基、（
ｘ）１つ以上の第２の置換基で置換された分枝若しくは非分枝のアルキニル基、（ｘｉ）
環構造内に炭素原子とＯ、Ｎ、Ｓ、及びＳｅの少なくとも１つとを有する複素環基、（ｘ
ｉｉ）環構造内に炭素原子とＯ、Ｎ、Ｓ、及びＳｅの少なくとも１つとを有し前記環構造
の１つ以上の環員が１つ以上の第２の置換基で置換された複素環基、（ｘｉｉｉ）シアノ
基、（ｘｉｖ）エーテル基、（ｘｖ）分枝若しくは非分枝のアルコキシ基、（ｘｖｉ）１
つ以上の第２の置換基で置換された分枝若しくは非分枝のアルコキシ基、又は（ｘｖｉｉ
）ニトロ基を含むか、あるいは（ｘｖｉｉｉ）任意の２個の隣り合うＸ基同士が（ａ）環
構造内に炭素原子のみを有する炭素環、（ｂ）環構造内に炭素原子のみを有し前記環構造
の１つ以上の環員が１つ以上の第２の置換基で置換された炭素環、（ｃ）環構造内に炭素
原子とＯ、Ｎ、Ｓ、及びＳｅの少なくとも１つとを有する複素環、又は（ｄ）環構造内に
炭素原子とＯ、Ｎ、Ｓ、及びＳｅの少なくとも１つとを有し前記環構造の１つ以上の環員
が１つ以上の第２の置換基で置換された複素環を形成し、
　前記１つ以上の第２の置換基のそれぞれが独立して、ハロゲン、アルキル基、シアノ基
、水酸基、又はカルボン酸基から選択される。）
【請求項２】
　少なくとも１つのコーティング可能な表面と、前記少なくとも１つのコーティング可能
な表面上にコーティングされた層とを有する基板であって、前記コーティング層が、
　次の化学構造を有するペンタセン化合物を含む、基板。
【化２】

　（式中、
　各Ｒは独立して、（ｉ）分枝若しくは非分枝のアルキル基、（ｉｉ）１つ以上の第１の
置換基で置換された分枝若しくは非分枝のアルキル基、（ｉｉｉ）シクロプロピル基、シ
クロブチル基、若しくはシクロペンチル基、（ｉｖ）１つ以上の第１の置換基で置換され
たシクロプロピル基、シクロブチル基、若しくはシクロペンチル基、（ｖ）シクロプロピ
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ルアルキレン基、シクロブチルアルキレン基、若しくはシクロペンチルアルキレン基、又
は（ｖｉ）１つ以上の第１の置換基で置換されたシクロプロピルアルキレン基、シクロブ
チルアルキレン基、若しくはシクロペンチルアルキレン基を含み、
　各Ｒ’は独立して、（ｉ）分枝若しくは非分枝のアルケニル基、（ｉｉ）１つ以上の第
１の置換基で置換された分枝若しくは非分枝のアルケニル基、（ｉｉｉ）シクロプロピル
基、シクロブチル基、若しくはシクロペンチル基、（ｉｖ）１つ以上の第１の置換基で置
換されたシクロプロピル基、シクロブチル基、若しくはシクロペンチル基、（ｖ）シクロ
プロピルアルキレン基、シクロブチルアルキレン基、若しくはシクロペンチルアルキレン
基、又は（ｖｉ）１つ以上の第１の置換基で置換されたシクロプロピルアルキレン基、シ
クロブチルアルキレン基、若しくはシクロペンチルアルキレン基を含み、
　Ｒ”は、（ｉ）水素、（ｉｉ）分枝若しくは非分枝のアルキニル基、（ｉｉｉ）１つ以
上の第１の置換基で置換された分枝若しくは非分枝のアルキニル基、（ｉｖ）シクロプロ
ピル基、シクロブチル基、若しくはシクロペンチル基、（ｖ）１つ以上の第１の置換基で
置換されたシクロプロピル基、シクロブチル基、若しくはシクロペンチル基、（ｖｉ）シ
クロプロピルアルキレン基、シクロブチルアルキレン基、若しくはシクロペンチルアルキ
レン基、（ｖｉｉ）１つ以上の第１の置換基で置換されたシクロプロピルアルキレン基、
シクロブチルアルキレン基、若しくはシクロペンチルアルキレン基、（ｖｉｉｉ）アリー
ルアルキレン基、（ｉｘ）１つ以上の第１の置換基で置換されたアリールアルキレン基、
（ｘ）アセチル基、（ｘｉ）環構造内に炭素原子とＯ、Ｎ、Ｓ、及びＳｅの少なくとも１
つとを有する複素環、又は（ｘｉｉ）環構造内に炭素原子とＯ、Ｎ、Ｓ、及びＳｅの少な
くとも１つとを有し前記環構造の１つ以上の環員が１つ以上の第１の置換基で置換された
複素環を含み、
　前記１つ以上の第１の置換基のそれぞれが独立して、ハロゲン、水酸基、アルキル基、
ハロゲン化アルキル基、シアノ基、アミノ基、カルボニル基、アルコキシ基、ハロゲン化
アルコキシ基、チオアルコキシ基、ニトロ基、カルボン酸基、カルボン酸エステル基、ア
ルケニル基、アルキニル基、アリール基、ヘテロアリール基、シリル基、又はこれらの組
み合わせから選択され、
　ｘ＝１若しくは２又はｙ＝１若しくは２であり、
　ｚ＝０又は１であり、
　（ｘ＋ｙ＋ｚ）＝３であり、
　各Ｘは独立して、（ｉ）水素、（ｉｉ）ハロゲン、（ｉｉｉ）分枝又は非分枝のアルキ
ル基、（ｉｖ）１つ以上の第２の置換基で置換された分枝若しくは非分枝のアルキル基、
（ｖ）アリール基、（ｖｉ）１つ以上の第２の置換基で置換されたアリール基、（ｖｉｉ
）分枝若しくは非分枝のアルケニル基、（ｖｉｉｉ）１つ以上の第２の置換基で置換され
た分枝若しくは非分枝のアルケニル基、（ｉｘ）分枝若しくは非分枝のアルキニル基、（
ｘ）１つ以上の第２の置換基で置換された分枝若しくは非分枝のアルキニル基、（ｘｉ）
環構造内に炭素原子とＯ、Ｎ、Ｓ、及びＳｅの少なくとも１つとを有する複素環基、（ｘ
ｉｉ）環構造内に炭素原子とＯ、Ｎ、Ｓ、及びＳｅの少なくとも１つとを有し前記環構造
の１つ以上の環員が１つ以上の第２の置換基で置換された複素環基、（ｘｉｉｉ）シアノ
基、（ｘｉｖ）エーテル基、（ｘｖ）分枝若しくは非分枝のアルコキシ基、（ｘｖｉ）１
つ以上の第２の置換基で置換された分枝若しくは非分枝のアルコキシ基、又は（ｘｖｉｉ
）ニトロ基を含むか、あるいは（ｘｖｉｉｉ）任意の２個の隣り合うＸ基同士が（ａ）環
構造内に炭素原子のみを有する炭素環、（ｂ）環構造内に炭素原子のみを有し前記環構造
の１つ以上の環員が１つ以上の第２の置換基で置換された炭素環、（ｃ）環構造内に炭素
原子とＯ、Ｎ、Ｓ、及びＳｅの少なくとも１つとを有する複素環、又は（ｄ）環構造内に
炭素原子とＯ、Ｎ、Ｓ、及びＳｅの少なくとも１つとを有し前記環構造の１つ以上の環員
が１つ以上の第２の置換基で置換された複素環を形成し、
　前記１つ以上の第２の置換基のそれぞれが独立して、ハロゲン、アルキル基、シアノ基
、水酸基、又はカルボン酸基から選択される。）
【請求項３】
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　コーティング層を有する電子デバイスであって、前記コーティング層が次の化学構造を
有するペンタセン化合物を含む、電子デバイス。
【化３】

　（式中、
　各Ｒは独立して、（ｉ）分枝若しくは非分枝のアルキル基、（ｉｉ）１つ以上の第１の
置換基で置換された分枝若しくは非分枝のアルキル基、（ｉｉｉ）シクロプロピル基、シ
クロブチル基、若しくはシクロペンチル基、（ｉｖ）１つ以上の第１の置換基で置換され
たシクロプロピル基、シクロブチル基、若しくはシクロペンチル基、（ｖ）シクロプロピ
ルアルキレン基、シクロブチルアルキレン基、若しくはシクロペンチルアルキレン基、又
は（ｖｉ）１つ以上の第１の置換基で置換されたシクロプロピルアルキレン基、シクロブ
チルアルキレン基、若しくはシクロペンチルアルキレン基を含み、
　各Ｒ’は独立して、（ｉ）分枝若しくは非分枝のアルケニル基、（ｉｉ）１つ以上の第
１の置換基で置換された分枝若しくは非分枝のアルケニル基、（ｉｉｉ）シクロプロピル
基、シクロブチル基、若しくはシクロペンチル基、（ｉｖ）１つ以上の第１の置換基で置
換されたシクロプロピル基、シクロブチル基、若しくはシクロペンチル基、（ｖ）シクロ
プロピルアルキレン基、シクロブチルアルキレン基、若しくはシクロペンチルアルキレン
基、又は（ｖｉ）１つ以上の第１の置換基で置換されたシクロプロピルアルキレン基、シ
クロブチルアルキレン基、若しくはシクロペンチルアルキレン基を含み、
　Ｒ”は、（ｉ）水素、（ｉｉ）分枝若しくは非分枝のアルキニル基、（ｉｉｉ）１つ以
上の第１の置換基で置換された分枝若しくは非分枝のアルキニル基、（ｉｖ）シクロプロ
ピル基、シクロブチル基、若しくはシクロペンチル基、（ｖ）１つ以上の第１の置換基で
置換されたシクロプロピル基、シクロブチル基、若しくはシクロペンチル基、（ｖｉ）シ
クロプロピルアルキレン基、シクロブチルアルキレン基、若しくはシクロペンチルアルキ
レン基、（ｖｉｉ）１つ以上の第１の置換基で置換されたシクロプロピルアルキレン基、
シクロブチルアルキレン基、若しくはシクロペンチルアルキレン基、（ｖｉｉｉ）アリー
ルアルキレン基、（ｉｘ）１つ以上の第１の置換基で置換されたアリールアルキレン基、
（ｘ）アセチル基、（ｘｉ）環構造内に炭素原子とＯ、Ｎ、Ｓ、及びＳｅの少なくとも１
つとを有する複素環、又は（ｘｉｉ）環構造内に炭素原子とＯ、Ｎ、Ｓ、及びＳｅの少な
くとも１つとを有し前記環構造の１つ以上の環員が１つ以上の第１の置換基で置換された
複素環を含み、
　前記１つ以上の第１の置換基のそれぞれが独立して、ハロゲン、水酸基、アルキル基、
ハロゲン化アルキル基、シアノ基、アミノ基、カルボニル基、アルコキシ基、ハロゲン化
アルコキシ基、チオアルコキシ基、ニトロ基、カルボン酸基、カルボン酸エステル基、ア
ルケニル基、アルキニル基、アリール基、ヘテロアリール基、シリル基、又はこれらの組
み合わせから選択され、
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　ｘ＝１若しくは２又はｙ＝１若しくは２であり、
　ｚ＝０又は１であり、
　（ｘ＋ｙ＋ｚ）＝３であり、
　各Ｘは独立して、（ｉ）水素、（ｉｉ）ハロゲン、（ｉｉｉ）分枝又は非分枝のアルキ
ル基、（ｉｖ）１つ以上の第２の置換基で置換された分枝若しくは非分枝のアルキル基、
（ｖ）アリール基、（ｖｉ）１つ以上の第２の置換基で置換されたアリール基、（ｖｉｉ
）分枝若しくは非分枝のアルケニル基、（ｖｉｉｉ）１つ以上の第２の置換基で置換され
た分枝若しくは非分枝のアルケニル基、（ｉｘ）分枝若しくは非分枝のアルキニル基、（
ｘ）１つ以上の第２の置換基で置換された分枝若しくは非分枝のアルキニル基、（ｘｉ）
環構造内に炭素原子とＯ、Ｎ、Ｓ、及びＳｅの少なくとも１つとを有する複素環基、（ｘ
ｉｉ）環構造内に炭素原子とＯ、Ｎ、Ｓ、及びＳｅの少なくとも１つとを有し前記環構造
の１つ以上の環員が１つ以上の第２の置換基で置換された複素環基、（ｘｉｉｉ）シアノ
基、（ｘｉｖ）エーテル基、（ｘｖ）分枝若しくは非分枝のアルコキシ基、（ｘｖｉ）１
つ以上の第２の置換基で置換された分枝若しくは非分枝のアルコキシ基、又は（ｘｖｉｉ
）ニトロ基を含むか、あるいは（ｘｖｉｉｉ）任意の２個の隣り合うＸ基同士が（ａ）環
構造内に炭素原子のみを有する炭素環、（ｂ）環構造内に炭素原子のみを有し前記環構造
の１つ以上の環員が１つ以上の第２の置換基で置換された炭素環、（ｃ）環構造内に炭素
原子とＯ、Ｎ、Ｓ、及びＳｅの少なくとも１つとを有する複素環、又は（ｄ）環構造内に
炭素原子とＯ、Ｎ、Ｓ、及びＳｅの少なくとも１つとを有し前記環構造の１つ以上の環員
が１つ以上の第２の置換基で置換された複素環を形成し、
　前記１つ以上の第２の置換基のそれぞれが独立して、ハロゲン、アルキル基、シアノ基
、水酸基、又はカルボン酸基から選択される。）
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